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JALの最新情報
国際線の新規路線、キャンペーン、国内線のサービスついてご紹介させていただきます。

国際線

2023年度 第9号

日本航空 旅客販売推進部/8月７日発行

上記の情報は、2023年８月7日時点の情報に基づきます。最新の情報はJAL Webサイトでご確認ください。

詳しくはこちら(JAL WEBサイト）をご確認ください。

FLYONポイント2倍キャンペーン実施中！

対象条件を満たすご搭乗で、FLY ON ポイントを通常の2倍積算いたします。
※キャンペーン参加登録は不要です。
※搭乗ボーナスFLY ON ポイントが対象の場合は、搭乗ボーナスFLY ON ポイントも含めて2倍積算いたします。
※JALカード会員限定 初回搭乗FLY ON ポイントなど各種キャンペーンで加算のFLY ON ポイントは2倍の対象外です。
※フライトマイルの事後登録手続きをされる場合は、2024年1月10日（水）までにフライトマイルが反映した分をキャンペーン対象といたします。
※本キャンペーン分のFLY ON ポイントは、通常のFLY ON ポイントと同時に積算いたします。積算時期が途中変更になる場合は別途詳細をご案内いたします。

対象期間：2023年7月13日（木）～12月31日（日）（ご搭乗日）
対象路線：JAL国際線 JAL便名のJAL運航便 全路線
※コードシェア便は対象外です。 ※国際線航空券に含まれる日本国内区間は2倍の対象外です。

対象予約クラス：フライトマイル積算対象全予約クラス

FLY ON ポイント積算例 例．東京－ニューヨークをエコノミークラス、予約クラスHでご搭乗された場合

※予告なく中止・期間変更または実施内容が変更となる場合があります。あらかじめご了承ください。
※欠航や機材変更を含め、実際にご搭乗されなかった便・運賃はFLY ON ポイントの積算対象外となります。
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JAL羽田‐ドーハ線新規開設 2024年度サマーダイヤより毎日運航

JAL羽田‐ドーハ線を新規開設します。
2024年度夏期ダイヤより、JALボーイング787‐9にて毎日運航。
日本の航空会社としては初めての中東への直行便となります。
さらに、JALと同じワンワールドアライアンスメンバーであるカタール
航空の国際線ネットワークを通じ、ドーハから中東・アフリカ・南米
方面にも接続が可能です。

カタールの首都ドーハは、世界でも珍しい、伝統と現代が融合した都市です。
自国の遺産を大切にしつつも、移民や旅行者向けに近代的な設備、ホテル、インフラを提供しており、さまざまな国の文化・
料理が交錯しています。また、南西部に広がる砂漠での体験、文化的に貴重な博物館や美術館への訪問、F1やサッカーに
代表される世界規模のスポーツイベント観戦など、興味をそそるアクティビティが揃う、魅力あふれる都市です。

➢ ドーハについて

詳しくはこちら(JAL WEBサイト）をご確認ください。

（出典：https://www.qatartourism.com/en/travel-trade/sales-resources/qatar-tourism-media-pack）

https://www.jal.co.jp/jp/ja/121campaign/2023/inter-flyon-wpoint/
https://press.jal.co.jp/ja/release/202307/007509.html


上記の情報は、2023年８月7日時点の情報に基づきます。最新の情報はJAL Webサイトでご確認ください。

国内線

空港で預けた荷物は、

当日中に滞在先のホテルへお届け

◎ご利用イメージ

◎ご利用手順（出発空港）

◎ご利用価格

オンライン決済
のみ対応

◎サービスの拡大

・各出発空港お預け 2,000円/個
・羽田(ABCカウンター)お預け 1,200円/個

到着空港から宿泊先までの移動をらくらくに！

東京観光をストレスフリーで楽しむ、手荷物当日配送サービスをご紹介！

新千歳・伊丹・福岡など
合計31空港が対象

羽田空港到着13時までの便対象

到着後、羽田空港でも
お預け可能

カウンター最終受付13時

出発空港 羽田空港

ホテルへの配送時刻16:30-19:00

出発空港 羽田空港
都内ホテル、
舞浜地区ホテル

①JALWEBサイトからお申し込み
②空港カウンター設置の専用タブレット端末に申し込み番号を入力
③印刷される配送ラベルを荷物に貼付しカウンターで預け入れ

※羽田空港でお預けをする場合は・・・
第1ターミナルビル1階JAL ABCカウンターでの受付になります

羽田空港着に続き、伊丹空港着、那覇空港着の便でもそれぞれ
市内ホテルへの手荷物当日お届けを開始しました！
※但し、羽田空港含む一部出発空港の受付（当日お届け）は対応して
おりません。今後のサービス拡大にご期待ください！

■詳しくはこちら(JALWebサイト)を参照ください。

出発前にJALWEBページからの
申込受付が必要

https://www.jalabc.com/airport_counter/haneda-airport_terminal1.html
https://www.jal.co.jp/jp/ja/dom/baggage/samedaydelivery/
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上記の情報は、2023年８⽉7⽇時点の情報に基づきます。最新の情報はJAL Webサイトでご確認ください。

ワーケーション

2023年度 第９号

⽇本航空 ソリューション営業推進部

８⽉7⽇発行

『ワークスタイル研究会』

◎北海道美幌町・植樹ワーケーションツアー

Work × Vacation = 「チームビルディング」「想像力・モチベーションUP」

コロナ禍の影響をきっかけに浸透してきたワーケーションは、場所を変えて仕事をする、リゾート地
で仕事とのバランスを取りながら休暇を取るなどといったバケーションスタイルが主流でした。
⽇常を取り戻しつつある昨今、自然あふれる地域に滞在することによって生まれるリラックス効果と
それに伴うWellｰBeing向上によって、社員の創造性を育み、モチベーションアップにもつながると
言われており、ワーケーションが生み出すその効果から、企業研修・合宿への活用が見い出され、
導入する企業のニーズも高まる傾向にあります。また一方、地域の受け入れの形も多種多様に
なり、ワーケーションの幅や楽しさも広まりつつあります。また、福利厚生における制度設置による
企業価値向上、および採用・雇用への影響へとつながり、それらがもたらす企業利益など期待で
きる効果は多面的です。「人間は普段と異なる場所で過ごすことで、脳が活性化される」と脳科
学的にも知られており、オフィスとは違う場所で過ごすことの価値が改めて見直されつつあります。

新しい旅のカタチ “ワーケーション”

『ワーケーションを軸とした新しい働き方の普及・推進による「企業価値向上」・「地域
活性化」およびSDGsの達成』をビジョンとし、持続可能な新しい働き方の普及・推
進に取り組んでいます。現在、企業20社・自治体55団体の会員の皆さまと共に
様々な活動をしています。
JALは、当研究会の運営事務局として、企業・自治体間の連携促進や双方へのさ
まざまな支援、コミュニティの活性化などを担います。

企業・自治体の皆さまと共に、共創型コミュニティ

ワークスタイル研究会では、さまざまな企業・地域のワーケーションをはじめとする取り組
み事例を学ぶことができるほか、イベント、セミナー、モニターツアーなどの情報共有や会
員間の交流などを行っております。また、⽉に1度、オンラインにて全会員が集える会を
開催し、定期的に会員間で意見交換を行っています。課題やテーマに賛同した会員
同士で「ワーキンググループ」を立ち上げ、一緒にワーケーションとして地域へ訪問しつつ、
各会員の課題解決を図っています。今年度は会員の要望に合わせ、ワーケーションの
みならず、働き方全般に関するテーマなども多く取り扱っており、よりよい働き方を⽇々
検討しております。

ワークスタイル研究会に入会しませんか？
参加費などは不要です。ワーケーションや働き方について
情報収集したい方も大歓迎です。お気軽にお問い合わせください！
お問い合わせ先：ワークスタイル研究会事務局
worken@ml.jal.com

【旅行概要】
■⽇程：２泊３⽇ ■申込締切
1回目：2023年10⽉18～20⽇ 8⽉16⽇まで
2回目：2023年10⽉25～27⽇ 8⽉23⽇まで
3回目：2023年11⽉8～10⽇ 9⽉6⽇まで

■募集人員：20名/１回あたり
■旅行代金：98,000円～/１名あたり
■旅行企画/実施：株式会社農協観光
■協力：株式会社ロイヤリティ マーケティング、
一般社団法人more trees、⽇本航空株式会社、美幌町
株式会社FoundingBase

●お申込み・旅行内容詳細 → https://onl.bz/QkhrCC3
●プレスリリース

北海道美幌町で、会社の部署や仲間とちょっと特別なワーケ
ーションをしてみませんか？植樹体験と通して環境保全を学
びながら、組織のチームビルディング強化も図れます。企業に
おいては社員間のリアルなコミュニケーションの大切さや組織の
在り方が、あらためて重要視されています。ワーケーションにト
ライしてみたい！という方も大歓迎です。ぜひ、ご参加をお待
ちしております。

会員間の交流の様子

※JALと㈱農協観光は、2022年7⽉に農山漁村地域における
第一次産業と地域の活性化をもたらすことを目的として、業務提
携を締結いたしました。プレスリリース

機内誌SKYWARD8⽉号
「Local Innovators」でも
ワーケーションをテーマにした
記事を掲載しております。

https://onl.bz/QkhrCC3
https://press.jal.co.jp/ja/release/202307/007530.html
https://press.jal.co.jp/ja/release/202207/006777.html

